
 

会 議 名 第２回新城地域協議会 公  開 

日  時 
令和７年５月１５日（木） 

午後７時００分～午後８時２２分 
場  所 

市役所本庁舎 

４階会議室 

出 席 者 

（委員） 

西尾泰昭、権田康之、矢賀美紀代、坂巻克彦、杉浦史佳、今泉澄夫、 

佐本達俊、丸山哲也、中川享子、藤田雅久、今泉克英、村松敬史、 

小栗健次、鈴木雅晴、白柳明美、安形元成、福本克司、大瀧章義、 

今泉栄 

（事務局） 

新城地区自治振興事務所：早川参事、宮本副参事 

新城自治振興事務所：今泉所長、藤本主事 

欠 席 者 
坂部岳、今泉光俊、 

沼田宣、畠山恵美子 
傍 聴 者 なし 

配布資料 

次第 

（資料１）令和７年度新城地域協議会 グループ分け 

（資料２）新城市地域自治区予算事業計画策定要綱 

（資料３）地域自治区予算について 

（資料４）事業等実施計画案策定シート 

（資料５）新城地域自治区予算検討の進め方 

（資料６）令和７年度への引継ぎ事項について 

（資料７）令和６年度第１４回新城地域協議会会議録 
 

議題・議事・発言等（要点記録） 

１ 開会 

 委員２３名中１９名の出席により会議成立の報告、会議録署名委員指名（坂巻委員） 

 

２ 報告 

新城地域自治区内の地域活動団体（しんしろまちなか散策を楽しむ会、みんなのわ 

東新町）から活動紹介があった。 

 

３ 議事 

（１）令和８年度地域自治区予算事業検討 

 事務局より検討の進め方の説明があった。その後「地域計画の中で切実な地域課題」、

「現在の困りごと」、「このままにしておくと将来こうなる」の観点で議論をした。 

＜Aグループ意見＞ 

〇コロナをきっかけにコミュニティが減少している。 

〇お年寄りも子どももコミュニケーションが大事だが、希薄になっている。 

〇地域計画にもコミュニティの減少が載っていて大事なことなので、これを解決できる 

ような事業ができるとよい。 

 

＜Bグループ意見＞ 

〇地域の繋がりが一部では強いが、それに入れない人たちもいる。入れないとその後ず 

っと入らないままになってしまう。この地域が安穏とし、危機感を持てないことも 

要因の一つかもしれない。 



〇子どもの居場所、集まって遊べる場所がない。みんなのわ東新町のように公民館を中 

心とした場づくりが他の地区でもできるとよい。ただ、施設面積の問題もあるため難 

しいとは思う。 

〇集合遊具を学校に作って子どもが遊べる場所になるとよい。 

〇子どもたちにとっては、遊びの場を提供する大人の存在が必要だと思われる。 

〇新城に住みたい人はいるが住めるような空き家の状況が分からない。相談先の受け皿

が必要。 

〇空き家の中でも放置されて壊れそうなものもあり、みんなが困っている。 

 

４ その他連絡事項 

（１）第３回新城地域協議会について 

令和７年６月１９日（木）午後７時から 

 

５ 閉会 
 

 

 

 


